
 開催日 ：平成２６年８⽉５⽇（⽕） 写真：教育家庭新聞提供
会 場：えんぱーく３階 多目的ホール 会 場：えんぱーく４階 会議室４０１
時 間：１０：００〜１２：００ 時 間：１３：３０〜１５：３０
定 員：１００名（要申込・先着順） 定 員：７０名（要申込・先着順）※講演会については塩尻市教育センターとの共催事業となります。
 参加費 ：どちらも無料
 申込開始：７月１５日（火） 講演会、講座のどちらか一方だけでもご参加いただけます。
 申込方法：お電話または、図書館本館総合カウンターで直接お申し込みください。

　【申し込み・お問合わせ先】

塩尻市立図書館本館　電話番号：０２６３－５３－３３６５０２６３－５３－３３６５０２６３－５３－３３６５０２６３－５３－３３６５（毎週水曜休館）

　「読書は、聞く力・読む力・話す力・集中力・想像力・興味を持つ

力を育て、それは全て学力のもとになるが、何よりも育つのは学習

意欲」というお考えのもと、山形県・鶴岡市で４０年間学校司書とし

て活躍され、現在、フリーで学校図書館アドバイザーをされている

五十嵐絹子氏による講演会と講座です。　ぜひご参加ください。

昭和４１年より、山形県鶴岡市の専門・専任・正規の学校司書として鶴岡市内小学校　５校、中学校２校に勤務。平成15年に学校図書館大賞を受賞した朝暘第一小学校には、平成７年より平成１９年まで１２年間勤務。同校の図書館活用教育のかなめとして図書館活動を支えた。定年退職後、鶴岡市教育委員会、図書館支援業務員として、３年間鶴岡市内の学校図書館支援にあたった。現在はフリーで「学校図書館アドバイザー」として学校図書館の応援をしている。「山形県ＰＴＡ連合会 親子読書推進委員」などの役職を歴任されている。著書に、『学校図書館ビフォー・アフター物語』、　『子どもが本好きになる瞬間(とき)』（国土社）、等
主 催 塩尻市・塩尻市教育委員会企 画 長田 洋一（編集者・元河出書房新社『文藝』編集長）顧 問 永井 伸和・熊沢 敏之・常世田 良後 援 塩尻書店組合・長野県出版協会・長野県図書館協会・信州大学・松本大学・朝日新聞松本支局・信濃毎日新聞社・市民タイムス・中日新聞社・長野日報社・毎日新聞松本支局・ 松本平タウン情報・読売新聞長野支局・エルシーブイ㈱・テレビ松本ケーブルビジョン・ａｂｎ長野朝日放送・ＮＢＳ長野放送・ＮＨＫ長野放送局・ＳＢＣ信越放送・ＴＳＢテレビ信州・㈱郷土出版社・日本ハイコム㈱

・⼦どもの読書の⼤切さについての講演会です ・学校図書館の環境づくりの講座です


